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「学びを伝え合い・受け継ぐ」 いいじっ子発表会   
校 長   下 畑  茂

「ふるさと学習」のまとめとなる「いいじっ子発表会」

が行われました。各学年、一年間の「学びを伝え合う」

のめあてのもと、ふるさと飯地の良さを全校、保護者、

地域の方と共に感じることができました。前日の会場

づくりから、一人一役を担い、学年関係なくみんなが動

いて創り上げました。その姿にもこの一年の一人一人

の成長、そして進級に向けての意欲が現れていました。 

低学年は、生活科の地域巡りを通して、たくさんの人

とつながりました。学びを通して、驚き、心が動くことが

たくさんありました。そこから飯地の良さを多くの人に

知ってもらおうとポスターを作りました。一つ一つの活

動から、学ぶことの楽しさが伝わってきました。 

中学年は、個別にテーマを決めて調べ、発表するこ

とに挑戦しました。飯地町の宝である自然、文化、食、

人等、取材したことを、数字や写真、自らの体験を取り

入れてまとめました。当たり前に目にしているもの・こと

の背景が見えることで、学びが深まっていきました。 

高学年では、飯地太鼓の歴史を学び、保存会の方の   

願いに触れました。素晴らしい伝統、文化をいかに残し  

ていけるか。飯地町の課題が見えてきました。そこで初 

めての飯地太鼓に挑戦。練習は大変でしたが、「自分

達が担い手となっていきたい」と願いが語られました。 

また、今年度、子ども歌舞伎に参加した児童もいました。 

こうした上級生の姿を見て下級生達が「自分も…」と 

思いを抱き、受け継がれていくことが楽しみです。 

「ふるさと学習」を積み上げていく中で、子ども達に、   

飯地に暮らす人、こと、ものへの誇りと愛着が育まれて 

いることを感じています。今後も「地域と共にある学校」

として飯地小学校ならではの体験活動を大切にしなが

ら、子ども達の成長を支えて参りたいと思います。 

令和７年度 岐阜県ふるさと教育表彰「優秀賞」 

今年度の「ふるさと学習」が岐阜県教育委員会 

より表彰を受けました。紹介をさせて頂きます。 
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飯地小学校運営協議会コーナー  第４回 学校運営協議会  PTA総会   令和８年２月７日    

～地域ぐるみで育てたい姿 『豊かな体験を通して、ふるさと飯地への愛着と誇りをもつ』～ 

今年度の学校教育活動を振り返る時を迎えました。子ども達は、「いいじっ子発表会」でふるさと学習のまと

めを披露しました。同日、学校運営協議会と PTA 総会が開催されました。児童・保護者、そして職員の評価を

踏まえた今年度の成果と課題から、令和８年度の方針と重点を関係者の皆様と共有することができました。 

学校運営協議会委員の方より「子ども達の身体に飯地が浸透しているなぁと感じた」「地域行事の中に子

ども達の姿があった。地域と学校が一緒になって子どもが育っている。保護者の満足度も高く、飯地の魅力を

感じる機会をサポートできた」「いいじっ子発表会では少ない人数の中、各学年良く調べ、創意工夫していると

感心した。一年を通じていろいろなことに挑戦して成長していることが分かる」「感想交流で、全員が堂々と発

表できることに驚いた。今後も地域と深く結びついた学校を創っていってください」等の意見を頂きました。 

保護者の方からは、「地域の伝統・歴史・特産物に触れ、地域の方々から話を聞き、教わりながら見つけた

『お宝』を発表できていた。親も学べた」「飯地太鼓の鼓動は、これからの彼らの自信につながっていくと思う」

「太鼓、発表、感想、どの子も自信にあふれていた。見ごたえがあり感動しました」等の感想を頂きました。 

今年度の活動を継承しながら、保護者の方の願い「さらに何事にも挑戦できる子」「自ら健康、命を大切に

できる子」を実現できるよう、次年度の教育活動を進めて参ります。貴重なご意見ありがとうございました。 
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